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MMIINNIIMMAALLガガイイドド  

－CGE モデル実習はじめの一歩－ 
 

 名古屋市立大学大学院経済学研究科 板倉 健 
 
 

要要旨旨  

 
 MINIMALという教育用のCGEモデルとデータベースの導入について解説します。 
 
 
 

１１．．ははじじめめにに  
 この文書は、学部のゼミ演習などで実際に手を動かして実習を行う際の補助資料として利用することを

意図しています。実習では、計算可能な一般均衡（CGE: Computable General Equilibrium）モデルやデ

ータベースをはじめて利用する学生を想定して、ソフトウェアを導入して操作することを最初の目標とし

ています。具体的には、MINIMAL（Horridge 2001）と呼ばれる教育用に開発された小規模で分かりやす

いCGEモデルとデータベースを使用します。MINIMALは、オーストラリアのビクトリア大学政策分析

センター（CoPS）で開発されたGEMPACK (Horridge et al. 2018)というソフトウェアを使って作られて

います。1 
 

１１．．１１．．  MMIINNIIMMAALLののイインンスストトーールル  

 まず、MINIMALの解説文書とソフトウェアをホームページからダウンロードしてインストールする手

順を説明します2。URL（https://www.copsmodels.com/minimal.htm）にアクセスして、MINIMALのホ

ームページを開きます（図１）。このページの中頃にある「Download MINDOCS.ZIP (11 MB)」をクリッ

クして、MINIMAL モデルとデータベースについての解説文書を入手します。ダウンロードされた

 
1 GAMS というソフトウェアも CGE モデルの開発応用で広く使われています。GAMS を使った解説は武田史郎氏の Web サイト

（https://shirotakeda.github.io/ja/profile-ja.html）が充実しています。書籍では、細江, 我澤, 橋本(2016)を参照してください。 

2 MINIMAL の利用は、Microsoft Windowsを前提としています。Apple macOS等の他のオペレーティングシステムの場合、こちらのペー

ジが参考になります（https://www.copsmodels.com/gpmach.htm）。この文書は仮想環境（VMware Fusion, 個人利用や教育目的であれば無料）

にインストールしたMicrosoft Windows 11（有料）でMINIMAL（無料）を使用しています。 

- 25 -



- 26 - 
 

「minidocs」というフォルダには、理論解説や使い方、講義資料としても使えるスライドなどがあります。

MINIMALモデルの理論的な解説文書が「MINIMAL - A Simplified General Equilibrium Model」です。

ソフトウェアの解説文書が「Computing Guide for MINIMAL using Customized RunGEM」です。両者

を読み進めることで、自習することができます。 
 

図１ MINIMALのホームページ 

… 

… 

 
出所：ビクトリア大学政策分析センター（https://www.copsmodels.com/minimal.htm） 
 
 
 図２ インストール用アイコン、ダイアログウィンドウ 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 

 MINIMAL を実行するソフトウェアは、ホームページの「Installing the software」の下にある

「CRUNGEMX.EXE (25MB)」をダウンロードします。ダウンロードされたファイルを開くと、インスト

ールが始まります（もしくは、PCのホーム下のダウンロードにある図２左のアイコンをクリック）。途中
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で「RunGEM」のインストール場所を確認するウィンドウが表示されます（図２中央）。特に変更の必要

がなければ「INSTALL」をクリックします。インストール完了後に、図２右のようなウィンドウが表示さ

れます。3 インストールが完了すると、デスクトップ上に「Customized RunGEM」アイコンが現れます。

PC 上のローカルディスクには、新しいフォルダ「CRunGem2」が作成されます。Windows エクスプローラ

ーで確認すると「PC＞ローカルディスク(C:) ＞ CRunGem2」として表示されます。 
 
１１．．２２．．  RRuunnGGEEMMのの起起動動  

 デスクトップの「Customized RunGEM」アイコン（図３左）をダブルクリックすると、CGE モデルの選

択画面（図３右）が表示されるので「Minimal – Small model for teaching」を選択します。 

 
 図３ RunGEM アイコンとモデル選択 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
 
 図４ RunGEM でMINIMALの起動画面 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 

 
3 Windows が「このプログラムは正しくインストールされなかった可能性があります」というメッセージを表示しても問題はないので、「こ

のプログラムは正しくインストールされました」を選択してください、という内容です。 

- 26 -



- 26 - 
 

「minidocs」というフォルダには、理論解説や使い方、講義資料としても使えるスライドなどがあります。

MINIMALモデルの理論的な解説文書が「MINIMAL - A Simplified General Equilibrium Model」です。

ソフトウェアの解説文書が「Computing Guide for MINIMAL using Customized RunGEM」です。両者

を読み進めることで、自習することができます。 
 

図１ MINIMALのホームページ 

… 

… 

 
出所：ビクトリア大学政策分析センター（https://www.copsmodels.com/minimal.htm） 
 
 
 図２ インストール用アイコン、ダイアログウィンドウ 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 

 MINIMAL を実行するソフトウェアは、ホームページの「Installing the software」の下にある

「CRUNGEMX.EXE (25MB)」をダウンロードします。ダウンロードされたファイルを開くと、インスト

ールが始まります（もしくは、PCのホーム下のダウンロードにある図２左のアイコンをクリック）。途中

- 27 - 
 

で「RunGEM」のインストール場所を確認するウィンドウが表示されます（図２中央）。特に変更の必要

がなければ「INSTALL」をクリックします。インストール完了後に、図２右のようなウィンドウが表示さ

れます。3 インストールが完了すると、デスクトップ上に「Customized RunGEM」アイコンが現れます。

PC 上のローカルディスクには、新しいフォルダ「CRunGem2」が作成されます。Windows エクスプローラ

ーで確認すると「PC＞ローカルディスク(C:) ＞ CRunGem2」として表示されます。 
 
１１．．２２．．  RRuunnGGEEMMのの起起動動  

 デスクトップの「Customized RunGEM」アイコン（図３左）をダブルクリックすると、CGE モデルの選

択画面（図３右）が表示されるので「Minimal – Small model for teaching」を選択します。 

 
 図３ RunGEM アイコンとモデル選択 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
 
 図４ RunGEM でMINIMALの起動画面 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 

 
3 Windows が「このプログラムは正しくインストールされなかった可能性があります」というメッセージを表示しても問題はないので、「こ

のプログラムは正しくインストールされました」を選択してください、という内容です。 

- 27 -



- 28 - 
 

起動後の画面が図４です。メインメニューには、File, Copy, View, Options, Helpがあります。その下には「タ

ブ」とよばれる「ページ」の切り替えメニューがあり、Picture, Text, Model/Data, Closure, Shocks, Output files, 
Solve, Results が並んでいます。MINIMAL モデルやデータベースの確認、シミュレーション設定や結果を

見るためには、タブを切り替えて目的のページに移動します。それぞれのページの使い方は次節以降で説

明します。 
 
 

２２．．MMIIMMIINNIIMMAALLデデーータタベベーースス  

２２．．１１．．  デデーータタベベーースス概概要要  

 MINIMALモデルで使用するデータベースの詳細を見る前に、図５でデータベースの概要を把握してお

きます。図 1 行目には、商品（Commodity, 財やサービス）を購入する経済主体（使用者, ユーザーとも

呼ばれる）として生産者、投資、民間家計、輸出、政府があります。その下には大きさが示され、MINIMAL
モデルでは、生産者（産業）の数は７、それ以外のユーザーは１となっています。ユーザーが購入する商

品（財・サービス）の種類は７で、国内から供給されるもの（dom）、海外から輸入されるもの（imp）が

区別されています。後で見る MINIMAL データベースでは、USE( )という名前で記述されています。生

産者の列の下にある、労働と資本はFACTOR( )という名前のデータで、税（または補助金）はV1PTX( )
という名前のデータとなっています。 
 
 図５ データベース概要 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
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２２．．２２．．  MMIINNIINNAALLデデーータタベベーーススフファァイイルルをを開開くく  

 MINIMALのデータベースファイルを開くには、RunGEMメインメニューから「View | Input Data 
files | Original BASEDATA」を選択する方法があります（図６）。別の方法として、RunGEM の

「Model/Data」タブを選び、「File BASEDATA = c:¥crungem2¥Minimal¥minimal.har」を右クリックして「View 
this file」で開く方法があります（図７）。 
 
 図６ RunGEM メインメニューからデータベースを開く 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
 
 図7 「Model/Data」タブからデータベースを開く 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
 
 図８ データベースファイルminimal.har 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
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MINIMALのデータベースファイルを開くと、図８のウィンドウが表示され、データ内容の一覧を見るこ

とができます。ウィンドウの左上には、ファイル名と保存場所が表示されています。「Header（ヘッダー）」

列の下を見ると、7つのデータがあり、それぞれの簡単な説明が「Name」以下にあります。7行目の「USE」
ヘッダーを見ると、「Dimension（次元）」が「COM * SRC * USER」と３種類の集合（set）からなる配列デー

タであることがわかります。集合COM が７つの商品（財・サービス）、SRCが国内供給（dom）と輸入（imp）、
USER が図５で見た生産者から政府までのユーザーに対応する集合（set）です。この「USE matrix（使用

表）」をクリックして中身を見てみましょう。 

 
 図９ USE matrix（使用表） 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
図９と同じ表示にするためには、右上に 3 つ並んでいるドロップダウンボックスを「All COM」「1 dom」

「All USER」となるよう選択します。左上の 2 つのドロップダウンボックスは、行や列や全体についての

比率（シェア）を簡単に表示するボックスと、小数点以下の表示桁や精度を選択するボックスです。メイ

ンメニューの「Export」からコピーを選択すると、表示されているデータをエクセルなどの表計算ソフト

にコピーすることができます。 
 各行には集合 COM の要素がすべて表示されて、MINIMAL モデルで扱う商品（財・サービス）が、

AgricMining（農業と鉱業）、Manufacture（製造業）、Utilities（電気ガス水道など公益事業）、Construction
（建設業）、TradeTranspt（商業輸送）、FinanProprty（金融不動産業）、Services（サービス産業）であるこ

とがわかります。この産業分類は、MINIMALモデルの開発者が設定したものになります。 
 各列には集合USERの要素がすべて表示されています。AgricMiningからServicesまでの７生産者と、投

資、民間家計、政府、輸出と合計11 ユーザーです。図５ データベース概要で見たように、商品（財・サ

ービス）は国内から供給されるか、海外から輸入されるかで区別されています。図９では国内供給（1 dom）

が選択されています。右上中央のドロップダウンボックスを、輸入（2 imp）に変更することで、全ての輸

入商品と全てのユーザーについての数値を確認することができます。表示されている数値のどこでも良い

のでダブルクリックすると、図８の一覧に戻ります。 
 図８の一覧から2 行目にある、「1FAC」「Wages and profits（雇用者報酬と営業余剰）」をクリックすると、

図１０のように各生産要素FACTOR（Labour, Capital）と各産業 INDについてデータが表示されます。 
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 図１０ 1FAC Wages and profits（雇用者報酬と営業余剰）と税 1PTX 

 
 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
 
 図１１ MINIMALフローデータベース表 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
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 再度、図８の一覧にもどり、３行目にある、「1PTX」「Production tax revenue（税）」をクリックします。

図１０の下段にあるように、各産業 INDについて税の大きさが確認できます。輸入される財・サービスに

課せられる税である関税収入データは、図８の一覧1行目「0TAR」「Import tax revenue（関税収入）」から

得ることができます。 
 ここまでに見てきたデータ、「USE」のdomと imp、「1FAC」と「1PTX」、そして「0TAR」を順に並べる

ことで、図１１の MINIMAL フローデータベース表が完成します。この表は、国内供給と輸入を区別して

表示している産業連関表とも言えます。一国経済の取引の全体像を把握するのに役立ちます。 
 図８一覧で残された 3 つのデータは、「ARM」「Armington elasticities（アーミントン弾力性）」、「P018」
「Export demand elasticities（輸出需要弾力性）」、「P028」「Primary factor substitution elasticity（生産要素

の代替弾力性）」であり、MINIMALモデルで使用するパラメータとなります。 
 
 

３３．．MMIINNIIMMAALLモモデデルル  

３３．．１１．．  TTAABBフファァイイルルをを開開くく  

 RunGEMメインメニュー（図４）から「View |Main Tablo file」を選択すると、TABmateというソフ

トウェアがMINIMALモデルのソースコードファイル「minimal.tab」を開きます（図１２）。このTAB
ファイルを参照することで、MINIMALモデルが定義する全てのデータや変数や方程式を確認することが

できます。 
 
 図１２ MINIMALモデル（minimal.tab） 

 
 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
TAB ファイルは GEMPACK (Horridge et al. 2018)というプログラム言語の文法に従って書かれていま

す。各コマンドの詳細はGEMPACKマニュアル（www.copsmodels.com/gpmanual.htm）を参照してみ
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てください。青字で表示されているエクスクラメーション「！」で囲まれた範囲は、メモとして書かれて

いるコメントで、役立つ情報を提供してくれます。 
 ここでは、図８一覧のデータ「ARM」「Armington elasticities（アーミントン弾力性）」がMINIMALモデ

ルでどのように使われているかを確認してみます。TABmate のメインメニュー（図１２）から「Search | 
Find…  Ctrl+F」を選び、MINIMALモデルのソースコードファイル「minimal.tab」から「ARM」という単

語を検索してください。ファイル中の77 行目に「Read SIGMA from file BASEDATA header "ARM";」という

記述が出てきます（図１３）。 
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MINIMALのデータベースからARM が読み込まれて、その値が係数（Coefficient (parameter)）として定義

されるSIGMAに代入されていることが分かります。そして、「Equation E_x」という方程式で、SIGMAが使

われています。この方程式の左辺にある変数「x(c,s,u)」は「Demand by user u for good c, source s」で、国

内供給と輸入された商品（財・サービス）に対する各ユーザーの需要を、%変化の形式で定義しています。

この式を見ると、国内供給か輸入されたかに関わらず商品そのものへの需要変化「x(c,u)」と、相対価格の％

変化「p(c,s) – p_s(c, u)」にアーミントン弾力性を乗じた値によって、需要の％変化が決まることが定義さ
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 図１２ MINIMALモデル（minimal.tab） 

 
 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
TAB ファイルは GEMPACK (Horridge et al. 2018)というプログラム言語の文法に従って書かれていま

す。各コマンドの詳細はGEMPACKマニュアル（www.copsmodels.com/gpmanual.htm）を参照してみ
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４４．．MMIINNIIMMAALLモモデデルルののシシミミュュレレーーシショョンン例例  

４４．．１１．．  ニニュューーメメレレーールル（（NNuummeerraaiirree））シシミミュュレレーーシショョンン  

 MINIMALモデルでは、為替レートをニューメレール（価値の基準）として定義しています。このシミ

ュレーションでは、ニューメレールを 10％変化させます。MINIMAL モデルのソースコードファイル

「minimal.tab」で、「phi」を検索してみてください。「Exchange rate, (local $)/(foreign $)」として、自

国（オーストラリア）ドルと外国（米国）ドルとの為替レートとして定義されていることが分かります。 
 次に、RunGEM のタブから「Closure」を選びクロージャーのページに移動します（図１４）。このペ

ージでは、モデル内で定義される変数のうち、どの変数が外生変数「Exogenous (variable)」であるかを示

しています。一方で、ここに示されない変数は全て内生変数「Endogenous (variable)」となります。外生

変数は、シミュレーションにおいて外的に変化を与えない限り変化することがない変数です。クロージャ

ーを見ると、「phi」は外生変数としてリストされています。もし図１４と異なるクロージャーが表示され

ている場合には、同じページにある「Load Closure」をクリックして「SHORTRUN.CLS」ファイルを選

択してください。 
 
 図１４ クロージャー（Closure）ページ 

 
 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
４４．．２２．．  外外的的変変化化（（シショョッックク））のの設設定定  

 RunGEMのタブから「Shocks」を選択します（図１５）。まず、このページ右下にある「Clear Shock 
List」をクリックすることで、ショックの設定をリセットして白紙に戻します。次に「Variable to Shock」
横にあるドロップダウンボックスから「phi」を選択します。このドロップダウンボックスには、クロージ

ャーで指定した外生変数がリストされます。「Value of Shock」に「10」%と記入すると、その下に「Shock 
phi = 10;」と表示されます。このショックの設定内容を確認したら、「Add to Shock List」をクリックし

て、ページ下段に追加します。より複雑なシミュレーションをする際には、ショックを設定して追加する

作業を繰り返します。 
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 図１５ ショック（Shocks）ページ 

 
 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
 
４４．．３３．．  アアウウトトププッットトフファァイイルルのの指指定定  

 ショックの設定が終わったら（図１５）、シミュレーション後に生成されるアウトプットファイルを指定

します。この「Output files」ページでは、アウトプット用のフォルダとして別の場所を指定することも可

能です。 
 
 図１６ アウトプットファイル（Output files）の指定 

 
 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
「Solution file = sim1」は、シミュレーション結果を変数についてまとめたファイル「sim1.sl4」という

ファイルを意味します。「Updated file BASEDATA = sim1.upd」は、シミュレーション結果を反映して更

新されたデータベースファイルです。図８で確認したシミュレーション前のデータベースと比較すること

で、全てのデータ変化を計算することができます。「File SUMMARY = sim1.ou1」は、MINIMALモデ

ル「minimal.tab」内で定義した便利な経済指標（GDPやコストシェア等）を書き出します。留意すべき
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点は、「sim1.ou1」はシミュレーション前のデータをもとに計算した経済指標、「sim1ps.ou1」がシミュレ

ーション後のデータから計算される経済指標を含めたファイルとなることです。アウトプットファイルの

ページ中にある「Names for Post-simulation files」を指定することで、シミュレーション後のファイル名を

決めることができます。 
 
 
４４．．４４．．  シシミミュュレレーーシショョンン解解法法のの指指定定  

 RunGEM のタブ「Solve」に移動します。このページでは、シミュレーションの解法を指定します。

「Solution method: Change」をクリックして、図１７上段のように「Johansen」を選択してください。

解法の詳細についてはGEMPACKマニュアルや、MINIMALモデルの理論解説を参照してください。解

法を指定したら、このシミュレーションに簡単な説明をつけておきます。「Verbal Description」に説明を

記述しておくことで、後に参照する際の助けになります。 
 
 図１７ ソルブ（Solve）ページ 

 

 
 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
上記の設定が完了したら、「Solve」ボタンをクリックしてシミュレーションを実行します。 
 「Please Wait – GEMPACK at Work」というウィンドウが表示され、いくつかのプロセスが数秒のう

ちに実行されてシミュレーションが完了します（図１８）。実行時間が表示されるので OK とすると、結

果「Results」ページに移動します。 
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 図１８ シミュレーション完了 

 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
 
 図１９ 結果「Results」ページ 

 

 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
 
４４．．５５．．  シシミミュュレレーーシショョンン結結果果をを見見るる  

 RunGEMの「Results」ページの「Variable」の下には、MINIMALモデルの変数が並んでいます（図

１９上段）。「Everything」と表示されたドロップダウンボックスから、特定のユーザーやフローに絞って

結果を見ることもできます。「V」をクリックすると、結果の表示形式を変更できます。結果の一番上にあ

る「Macros（要素が１の変数）」をクリックすると、「delB」「employ」「p0gdpexp」「p1lab」など結果が

表示されます（図１９下段）。これらの変数の定義は、MINIMAL モデル（minimal.tab）TAB ファイル

（図１２）を検索することで見つけることができます。 
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 図２０ シミュレーション前後のデータベース比較 

 

 出所：MINIMAL（Horridge 2001） 
 
シミュレーション前後のデータベースを比較するには、RunGEMのメインメニューから「View | Updated 
Data」を選び、シミュレーション結果を反映したデータベースを表示します。図８で開いたシミュレーシ

ョン前のデータと並べて比較することができます。図２０下段左が変化前、右が変化後のデータになりま

す。AgricMining の輸入（imp）を見ると、2470 から 2717 へ 10％変化していることが分かります。この

輸入額の変化は、価格の変化によるものか、輸入量の変化によるものか、MINIMAL モデルファイル

（minimal.tab）を調べてみましょう。シミュレーション結果を解釈していく際にとても役立つ方法は、

RunGEM のメインメニューから「View | Solution via AnalyseGE」を利用することです。AnalyseGE というソ

フトウェアが起動し、モデルファイルが表示されます。モデル内の変数や係数（Coefficient）や方程式を選

んで、右クリックすると「Evaluate …」などと表示されたポップアップウィンドウが現れます。「Evaluate 
…」を選択すると、変数についてはシミュレーション結果、係数についてはシミュレーション前後の大き

さを見ることができます。方程式については、式の右辺を変数ごとに分解して結果を表示することもでき

ます。AnalyseGE を使いながら結果を解釈することをお勧めします。 
 最後に、この文書では MINIMAL をインストールして、データベースやモデルファイルの内容を確認

する方法を紹介しました。そして、簡単なシミュレーション実行手順と、結果の見方についても紹介しま

した。ソフトウェアの操作に慣れてきたら、MINIMALの理論説明文書やソフトウェアの解説文書を読み

進めてみてください。  
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んで、右クリックすると「Evaluate …」などと表示されたポップアップウィンドウが現れます。「Evaluate 
…」を選択すると、変数についてはシミュレーション結果、係数についてはシミュレーション前後の大き

さを見ることができます。方程式については、式の右辺を変数ごとに分解して結果を表示することもでき

ます。AnalyseGE を使いながら結果を解釈することをお勧めします。 
 最後に、この文書では MINIMAL をインストールして、データベースやモデルファイルの内容を確認

する方法を紹介しました。そして、簡単なシミュレーション実行手順と、結果の見方についても紹介しま

した。ソフトウェアの操作に慣れてきたら、MINIMALの理論説明文書やソフトウェアの解説文書を読み

進めてみてください。  
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